参考資料

オオタカの概要

１．分類

タカ目　タカ科　オオタカ　Accipiter gentilis fujiyamae
　　
２．生態的特徴

○全長50cm程のカラス大の猛禽類で、主に平地から低山の森林を生息環境とし、全国的に留鳥として分布する。
○繁殖期には森林やその周辺に生息するが、秋冬期には河川敷や湖沼、市街地の緑地にも出現する。

○ハト大からスズメ大の鳥類を主食とするが、ノウサギやリスなどの哺乳類も捕食する。
３．オオタカの環境省レッドリストランクの推移

　○第１次（平成3年）：危急種（V）
○第２次（平成10年）：絶滅危惧Ⅱ類（VU）　
○第３次（平成18年）：準絶滅危惧（NT）

○第４次（平成24年）：準絶滅危惧（NT）
４．これまでの主な推定生息個体数に関する調査の状況
○昭和59年
：300～489羽（日本野鳥の会によるアンケート調査）
○平成8年

：1,000羽以上
（※小板ほか：アンケート法によるオオタカの分布と生態）
○平成17年 ：少なくとも1,824～2,240羽
（※環境省：オオタカ保護指針策定調査）
○平成20年
：関東地方とその周辺に5,818羽（95%信頼限界：3,398～10,392）
（※尾崎ほか：生息環境モデルによるオオタカの営巣数の広域的予測関東地方とその周辺）
５．オオタカの保護に係る法指定等状況
○鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律により保護

○平成5年　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律
　国内希少野生動植物種に指定
○平成8年　「猛禽類保護の進め方」策定（平成24年に改訂）
